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主な記事
 

10月19日（土）に松尾山八幡宮で、竹灯籠
点灯イベント「伝統芸能と光の祭典」が行わ
れました。
来場したみなさんは、境内や参道など各
所に並んだ竹灯籠やオブジェの揺らぐ灯り
を鑑賞し、淡い光に囲まれながら奉納神楽
を楽しみました。� （関連記事２ページ）
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10
月
19
日（
土
）に
都
賀
本
郷
の
松
尾
山
八
幡
宮
で
、
伝
統
芸
能
と
光
の
祭

典
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
伝
統
芸
能
と
光
の
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
年
目
と
な
る
今
年
は
、各
自
治
会
が
作
成
し
た
竹
灯
籠
と
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
住
民
の
方
々
が
作
成
し
た
巨
大
竹
オ
ブ
ジ
ェ
、
合
わ
せ
て
計
４
１
０
０
本

の
竹
灯
籠
を
並
べ
ま
し
た
。
竹
灯
籠
に
囲
ま
れ
た
神
楽
殿
で
は
、
地
元
の「
都

神
楽
団
」に
よ
る
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
全
５
演
目
を
熱
演
。
来
場
者
は
竹
か
ら

浮
か
び
上
が
る
暖
か
い
光
の
中
で
、
幽
玄
な
舞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

都
賀
本
郷 

竹
灯
籠

～
伝
統
芸
能
と
光
の
祭
典
～
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湯抱トンネル貫通式　～バイパス開通への一歩に～
10月７日（月）に、建設中の国道375号湯抱バイパスで湯抱トンネル貫通式が行われました。

発破ボタンを押す田中浩二所長

全員で万歳三唱鏡開きで祝いまし
た

式典の初めに、最終作業となる貫通発破が田中浩二
県央県土整備事務所長によって行われました。トンネ
ルの貫通点では通り初めの儀が行われ、田中所長と景
山町長が固い握手を交わし、貫通の喜びを分かち合い
ました。
鏡開きを行った後、地元や工事関係者約50名がト
ンネルの貫通を盛大に祝いました。
今回貫通した湯抱トンネルは、湯抱バイパス全体延
長3.6キロメートルの内の278メートルで、車線幅員
９メートル。湯抱バイパスの供用開始日は2015年３
月末を予定しています。

湯抱バイパス概要図
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10
月
４
日（
金
）に
お
お
ち
保
育
園

で
元
ザ
・
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
の
梶
原
徹
也

さ
ん
と
松
谷
将
之（
簗
瀬
）さ
ん
に
よ

る
リ
ズ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

お
二
人
は
神
奈
川
県
で
同
じ
バ
ン
ド

で
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
10
月

14
日（
月
）に
は
三
瓶
山
で「
太
陽
大

感
謝
祭
in
し
ま
ね
」を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
お
お
ち
保
育
園
に
は
音
楽
や
歌
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
た
め
訪
問
。
最
初
に

梶
原
さ
ん
が
お
手
本
を
見
せ
た
あ
と
、

約
50
名
の
園
児
た
ち
は
太
鼓
や
タ
ン
バ

リ
ン
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
バ
ケ
ツ
な
ど
で

作
っ
た
様
々
な
楽
器
を
使
っ
て
夢
中
に

な
っ
て
音
を
奏
で
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
は
梶
原
さ
ん
も
熱
く
な
る
ほ
ど
の
活

気
あ
ふ
れ
る
演
奏
会
に
な
り
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

梶
原
さ
ん
も「
日
頃
か
ら
太
鼓
等
で

楽
器
に
ふ
れ
て
い
る
か
ら
か
、
子
ど
も

た
ち
も
す
で
に
リ
ズ
ム
が
身
に
つ
い
て

い
て
賑
や
か
に
楽
し
く
で
き
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
in
お
お
ち
保
育
園

10
月
16
日（
水
）に
松
江
市
総

合
体
育
館
で
第
９
回
交
通
安
全
シ

ル
バ
ー
自
転
車
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県
内
各
地

区
の
代
表
が
参
加
し
、
自
転
車
利

用
時
に
実
際
に
起
こ
り
う
る
と
想

定
し
た
コ
ー
ス
で
、
自
転
車
を
運

転
し
て「
自
分
の
知
識
と
技
能
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
各
地
区

に
お
け
る
自
転
車
の
安
全
利
用
へ

の
輪
を
広
げ
る
」と
い
う
趣
旨
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
17
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

１
チ
ー
ム
３
名
の
計
51
名
が
板
乗

り
走
行
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
等
が

あ
る
コ
ー
ス
で
運
転
技
術
を
競
い

合
い
ま
し
た
。

邑
智
郡
代
表
と
し
て
参
加
さ
れ

た
美
郷
支
部
チ
ー
ム
は
入
賞
こ
そ

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
微
妙
な

ハ
ン
ド
ル
操
作
と
バ
ラ
ン
ス
確
保

で
、
見
事
な
安
全
運
転
を
披
露
し

ま
し
た
。

第
９
回
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
自
転
車
大
会

▲左から 藤田選手、山根選手、岸選手▲慎重に運転していきます ▲自転車シミュレーション中

選
手
：
藤
田　
温
之（
浜
原
）　
山
根　
興
治（
浜
原
）　
岸　
壽
男（
滝
原
）

▲熱くなる梶原さん ▲みんなで歌も歌いました▲みんなでノリノリ

4広報みさと 2013.11



10
月
18
日（
金
）に
美
郷
町
と
交
流
を
行
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島

マ
ス
村
で
、
友
好
提
携
20
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
リ
島
20
周
年
記
念
訪
問

10
月
３
日（
木
）、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
、
今
年
７
月
に
大
田
市
の
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
包
括
協
定
に
基
づ
い
て
、
竹
林
利
活
用
や
鳥
獣
対
策
を
目

的
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
農
業
雑
誌『
現
代
農
業
』を
発
行
し
て
い
る（
社
）

農
山
漁
村
文
化
協
会
の
武
田
典
之
氏
を
講
師
に
迎
え「
あ
り
っ
竹
！
使
い
切
る
～

竹
の
生
命
力
を
生
か
す
ス
ゴ
イ
知
恵
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
で

は
竹
や
ぶ
か
ら
採
取
し
た
土
着
菌
を
使
っ
た
手
づ
く
り
発
酵
肥
料
や
竹
チ
ッ
プ
の

活
用
方
法
な
ど
、
読
者
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
、
全
国
の
農
家
か
ら
教
わ
る
知
恵

と
工
夫
の
動
画
を
メ
イ
ン
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
美
郷
町
の
青
空
サ

ロ
ン
の
竹
を
敷
き
詰
め
た
マ
ル
チ
栽
培
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
は
簗
瀬
の
竹
林
モ
デ
ル
ほ
場
に
行
き
、
竹
林
の
管
理
と
し
て
竹
が
枯
れ

る
１
ｍ
切
り
の
実
践
や
簡
単
な
竹
炭
の
作
り
方
、
粉
砕
機
を
使
っ
た
竹
チ
ッ
プ
づ

く
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
町
内
や
邑
智
郡
内
は
も
と
よ
り
、
松
江

市
や
広
島
か
ら
79
名
。
参
加
者
は
終
始
メ
モ
を
と
り
、
熱
心
に
質
問
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は「
広
島
市
内
か
ら
足
を
運
ん
だ
か
い
が
あ
っ
た
」、「
と

て
も
魅
力
的
な
取
り
組
み
と
感
じ
ま
し
た
。
様
々
な
団
体
を
巻
き
込
め
て
い
る
と

こ
ろ
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
」な
ど
研
修
会
に
対
す
る
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

身
近
な
生
活
の“
身
の
丈
”の
取
り
組
み
が
新
た
な
美
郷
町
の
観
光
資
源
に
な
り

そ
う
な
手
応
え
を
感
じ
る
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

竹
林
の
利
活
用
と
鳥
獣
対
策

▲講師の武田典之さん

▲14名１人づつ記念植樹をしました

▲バリダンスによる歓迎

▲多くの方が講演を聴講しました

▲現地研修の様子

▲マス村代表者と訪問団

美
郷
町
か
ら
は
景
山
町
長
を
含
む
14
名
が
訪

問
。
マ
ス
村
の
式
典
会
場
で
は
、
村
長
を
は
じ

め
、
マ
ス
村
小
学
生
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
や
、
バ
リ
ダ
ン
ス
な
ど
で
盛
大
に
歓
迎
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
記
念
品
交
換
等
が
行
わ
れ
、
ま
た

こ
れ
ま
で
20
年
間
の
交
流
の
経
過
を
踏
ま
え
、

今
後
の
マ
ス
村
と
の
交
流
継
続
を
誓
い
合
う
と

と
も
に
、
交
流
内
容
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
事
を
約
束
し
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
マ
ス
村
が
村
の
緑
化
を
進
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
全
員
が
タ
ン
ギ
の
苗

木
を
記
念
植
樹
し
、
自
然
の
保
全
意
識
を
高
め

ま
し
た
。
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10
月
５
日（
土
）、
６
日（
日
）
の
２
日
間
、

松
江
市
の
Ｔ
Ｓ
Ｋ「
エ
リ
ア
８
」を
会
場
に
、
県

内
各
町
村
の
伝
統
芸
能
、
物
産
等
を
一
堂
に
集
め

た「
輝
け
11
し
ま
ね
町
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が

開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
約
１
万
９
千
人
の
来
場
者

を
迎
え
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

美
郷
町
の
出
店
ブ
ー
ス
で
は
、
特
産
品
、
そ
ば
、

杵
つ
き
餅
、
お
茶
、
野
菜
な
ど
を
販
売
し
、
美
郷

町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
初
日
の
５
日
は
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
伝
統
芸
能
ス
テ
ー
ジ
で
都
賀
西

子
ど
も
神
楽
が「
塵
倫
」を
披
露
し
、
大
人
顔
負
け

の
華
麗
な
舞
で
来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

10
月
５
日（
土
）に
邑
智
小
学
校
体
育
館
で
、

三
世
代
母
の
ね
が
い
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
美
郷
町
交
通
安
全
母
の
会
が

主
催
し
、
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
事
故
防
止
を
進
め
て
い
く
と
い
う
趣
旨
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
１
０
０
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
会

場
に
用
意
さ
れ
た
交
通
事
故
の
写
真
や
、
酩
酊
状

態
を
体
験
で
き
る
メ
ガ
ネ
等
を
通
し
て
、
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。

10
月
11
日（
金
）に「
島

根
県
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
旬

間
」の
始
ま
り
に
あ
わ
せ

て
川
本
警
察
署
か
ら
邑
智

中
学
校
に
防
犯
グ
ッ
ズ（
ホ

イ
ッ
ス
ル
付
ラ
イ
ト
）が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

防
犯
グ
ッ
ズ
は
美
郷
町

地
域
安
全
推
進
員
の
川
角

さ
ん
か
ら
渡
さ
れ「
防
犯

と
交
通
安
全
に
気
を
つ
け

て
ほ
し
い
」と
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
贈
呈
式
終
了
後
は

自
転
車
の
鍵
か
け
点
検
も

行
い
自
転
車
利
用
で
の
防

犯
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

輝
け
11

し
ま
ね
町
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
し
ま
ね
の
輝
く
11
町
村
の
自
慢
を
満
載
～

三
世
代
母
の
ね
が
い

交
通
安
全
教
室

防
犯
グ
ッ
ズ
贈
呈
式

～
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
～
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江津邑智消防組合　川本消防署　邑智出張所

平成25年８月15日（木）午後７時30分頃、京都府福知山市の花火大会で爆発事故が
発生し、死者３名、負傷者55名に及ぶ人的被害が発生しました。この事故で被害拡大
の要因となったのはガソリンです。

ガソリンを注油するときには十分注意しましょう。 

詳細はお配りするチラシをご覧ください
入場無料、申込不要です。お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

「みさとほっとあっと広場」開催のご案内

の正しい使い方

12月４日から10日までは「人権週間」です。基本的人権及び自由を尊重し確保するために昭和23年12
月10日に国連総会で採択されて今年で65年目となります。ひとりひとりが人権について関心を深めるこ
とが大切です。この期間中、美郷町では次のとおり「みさとほっとあっと広場」を開催し町民のみなさま
に人権を尊重することの大切さを理解していただく事を目指しています。是非ご来場いただきますようご
案内します。

▼問い合わせ　役場教育委員会（☎ 0855-75-1217）

日　時　12 月８日（日）12：30 ～ 16：10
会　場　浜原隣保館
目　的　人権についての子どもたちからの発信を目的としています

バルーンアート 12：30～ 12：50
ピエロのアッキーが華麗な技を披露 映画上映 13：30～ 14：10

大和小演劇クラブによる新作映画を
今年も上映

吹奏楽演奏 12：50～ 13：10
邑智中吹奏楽部＋同好会to-codaによる演奏 人権落語 14：30～ 16：00

落語家「笑福亭松枝」による人権落語を二席
朗読劇 13：10～ 13：30

邑智小図書委員の有志が朗読劇に挑戦

きちんと知って確かな安心

ガソリン携行缶
け い こ う か ん

危険性について

保管について

容器について

軽油は+40℃で気化します

注油について

取扱いについて

ポリ缶

通風、換気の良い場所で保管する 使用時には取扱説明書を良く読み適正な取扱いをしてください

ガソリンは気温が－４０℃でも気化し小さな
火源でも引火し爆発的に燃焼する物質です

保管は容器を密栓するとともに、
火気や高温部から離れた直射日
光のあたらない場所で！

法令で定められた金属
製の容器を使用してく
ださい

１．周囲の安全を確認
２．フタを開ける前に エンジン停止！&エア抜きをする！
３．高温の場所禁止

…
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▲

問い合わせ先　役場住民福祉課（☎ 75-1213）

高齢者を狙う悪質商法

対応①　�「代わりに買って」「名義を貸して」「あなたの名前で買った」などと持ちかけて
くる勧誘の電話は詐欺を疑い、すぐに切りましょう。

対応②　�相手が「レターパックやゆうパックでお金を送って」と言ってきたら、それは「詐
欺」です。絶対に送ってはいけません。（現金書留以外で現金を郵送することは
禁止されています。）

①…簡単に儲かるウマイ話は絶対にありません。このような電話があればキッパリ
断りましょう。
②業者とやり取りをしてしまっても、お金は絶対に支払わず、すぐ相談しましょう。
※困ったことがあればいつでもご相談ください。
　○美郷町役場住民福祉課（☎75-1213）
　○島根県消費者センター（☎0852-32-5916）

撃退法

　児童虐待や若者のニート・ひきこもりは社会全体の問題です。
　子どもたちの未来や人権を守るため、地域全体で子どもたちの健やかな成長を見守りま
しょう。

11月は「児童虐待防止推進月間」
「子ども・若者育成支援強調月間」です

＊子どもを虐待から守るために…
　�「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけた時には、ためらわずに子どもを虐待から
救うための行動を起こすことが重要です。
　�「あなた」からの児童相談所や市町村への連絡が、子どもを虐待から守るための大きな
一歩です。
　�「虐待を受けたと思われる子ども」を見つけた時や、ご自身が出産や子育てに悩んだ時
には、児童相談所や市町村の窓口に連絡してください。

< 市町村の相談窓口 >　役場住民福祉課　☎ 75-1213
< 児童相談所全国共通ダイヤル >　☎ 0570-064-000

最近、島根県内でファンド型投資商品（未公開株・鉱山採掘権・外国通貨・海外宝
くじ等）に関する被害や相談が急増しています。
「あなたが買ってくれたら、後で高く買い取るので代わりに購入してほしい」「パン
フレットが届いた人しか買えないので、あなたが買って譲ってほしい」と言葉巧みに
購入を勧めます。また、購入方法も金融機関からの振り込みに限らず、ゆうパックや
レターパックで現金を直接送らせる手口も増えています。正しい対応方法を知り、被
害に遭わないように気を付けましょう。

気を付けて！「投資詐欺」
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平成24年度の被保険者数は平成23年度の1,354人に対し、平成24年度は1,302人となり、前年度
より3.8％減少しました。
医療費総額（一部負担金と国保給付額）については、平成23年度とほぼ平行状態ですが、一人あた
りの医療費については、446,936円と県内で４番目の高さで、前年度と比較し7.33％増となりました。

決算状況を見ると、平成24年度歳出総額は712,106千円に対し、歳入総額712,150千円となってい
ます。歳入財源の主な内訳は、保険税（98,323千円）、国費（165,165千円）、県費（39,420千円）、
各種交付金（347,920千円）及び美郷町一般会計からの繰入（44,912千円）で、不足分については、国
保の基金を取り崩すことにより調整されています。平成24度は13,743千円の取り崩しを行いました。

美郷町国民健康保険特別会計の決算をお知らせします

問い合わせ先　役場保健衛生課　（☎75-1932）

歳入
7億1,215万

基金繰入 13,743
一般会計繰入

44,912

県費 39,420
単位：千円

各種交付金
347,920

その他 2,513

保険税
98,323

国費
165,320

歳入

平成24年度
86,635
▲13,743

千円 国保基金残高の推移

－100,000
0

200,000
100,000

基金残高
対前年度増減額

平成20年度
148,636
▲5,277

平成21年度
114,139
▲34,497

平成22年度
108,841
▲5,298

平成23年度
100,378
▲8,463

歳出
7億1,210万

単位：千円

歳出

支援金拠出金
180,447

保険事業費 8,391
その他 16,737

総務費 16,354

保険給付費
490,172

国民健康保険税は大切な財源です
　国民健康保険は医療費を国保税と
公費等（国費・県費・町費・交付金）
でまかなう仕組みで運営されていま
す。加入者全員で支えあって成り立
つ制度であり、国保税を確保するこ
とは、国保を運営するために大変重
要な意味を持っています。国保の安
定した運営のためにも国保税の納付
についてご理解とご協力をお願いし
ます。

平成24年度の年間１人当り医療費の状況は、一般被保険
者分（460,835円）が、県下では３番目に高くなっています。
退職被保険者分（331,239円）については、県平均（350,809
円）に比べ19,570円下まわっています。
医療費が高い原因としては、被保険者の高齢化に伴う慢性
疾患（生活習慣病）の増加等により、療養が長期・高額化し
ていることに加え、特定の疾病（循環器・精神疾患等）に係
る医療費が高額固定化していることも大きな要因として捉え
ています。

美郷町の医療費の動向

　＊一般被保険者→自営業者世帯
　＊退職被保険者→�一定期間厚生年金等に加入し、年金を受給している

65歳未満の人とその家族
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小児用肺炎球菌ワクチンが変わります

▲

問い合わせ先　役場保健衛生課（☎75-1932）

平成25年11月１日から、小児用肺炎球菌ワクチンが沈降７価肺炎球菌結合
型ワクチン（７価ワクチン）から沈降13価肺炎球菌結合型ワクチン（13価ワク
チン）へ一斉に切り替わります。現在使用している７価ワクチンには、７種類
の肺炎球菌の成分が含まれていますが、新たに導入される13価ワクチンには、
新たに６種類が追加され、計13種類の肺炎球菌の成分が含まれています。こ
れにより、従来よりも多くの肺炎球菌の種類に対して予防効果が期待できる
と考えられています。
すでに７価ワクチンで接種を開始し
ている方も、11月１日以降は13価ワク
チンでの接種となりますので、残りの
接種回数を13価ワクチンで接種してく
ださい。

※�定期接種として定められた接種回数（計４回）を完了された方が、８週
以上あけて、さらに13価ワクチンを１回接種（５回目接種）することで、
新たに６種類の肺炎球菌に予防効果があります。ただし、任意接種と
なるため接種費用が全額自己負担です。

【接種開始時期が生後２～７カ月未満の追加接種の時期】
（変更前）初回接種終了後、60日以上の間隔をおいて１回接種
（変更後）‌‌初回接種終了後、60日以上の間隔をおいた後で、‌

生後12月に至った日以降に１回接種

【接種開始時期が生後７～12カ月未満の初回接種の時期】
（変更前）‌‌初回２回目の接種は生後12月に至るまでに行い、‌

それを超えた場合は接種しないこと‌
（追加接種は実施可能）

（変更後）‌‌初回２回目の接種は生後13月に至るまでに行い、‌
それを超えた場合は接種しないこと‌
（追加接種は実施可能）

接種スケジュールの一部変更について
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▲

問い合わせ先　役場保健衛生課（☎75-1932）

インフルエンザ予防接種費用の助成について

美郷町では今年度もインフルエンザ予防接種費用の助成を行います。
接種を希望される方は、事前に医療機関へ予約をしてから接種していただき
ますようお願いします。

※�上記の委託医療機関以外で接種される場合は、一旦接種料金を全額支払っていただき、後日、保健衛生課または
大和事務所で助成金の申請手続きをしていただきます。（償還払い）

３．委託医療機関
医療機関名 電話番号

美郷町

波 多 野 診 療 所 （0855）75-1232

秦 ク リ ニ ッ ク （0855）75-1661

大 和 診 療 所 （0855）82-2216

君 谷 診 療 所 （0855）75-1930

川本町 加 藤 病 院 （0855）72-0640

邑南町
公 立 邑 智 病 院 （0855）95-2111

星 ヶ 丘 ク リ ニ ッ ク （0855）84-0007

大田市 川 上 医 院 （0854）82-0296

飯南町 飯 南 病 院 （0854）72-0221

【手続きに必要な物】
①領収書　　②印鑑　　③通帳（口座振込のため）
④実施済みの予診票（写しでも可）

１．助成対象者・助成金額
対　象　者 金　　額

妊　婦
接種費全額

高校３年生相当年齢以下の方
65歳以上の方（生活保護世帯者を除く）※昭和 24年４月１日生までの方　

1,600 円
60歳から 65歳未満で、厚生労働省が定める疾患を有する方（心臓、腎臓疾患等）
65歳以上の方（生活保護世帯者）※昭和 24年４月１日生までの方　 接種費全額
※この予防接種は、ご本人の希望により行うもので、義務的なものではありません。

２．助成期間
平成25年10月15日（火）～平成26年３月31日（月）
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Information

＊
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

�

ま
ず
は
相
談
を
＊

【
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
】

　
☎
０
５
７
０・０
・
５こ

こ

に

電

話

５
２
１
０

＊
お
近
く
の
相
談
窓
口
を
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。

【
市
町
村
の
相
談
窓
口
】

　
住
民
福
祉
課 

☎
７
５・１
２
１
３

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

　
松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

取
組
の
一
つ
と
し
て
、
11
月
18
日
（
月
）

か
ら
24
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間
を
、『
全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
月
間
』
と
定
め
、
下
記
の
と
お
り
、

い
つ
も
よ
り
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電
話

で
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
で
お
困
り
の

方
、
周
り
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き

し
た
と
い
う
方
、
ど
う
ぞ
電
話
を
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

●
期
　
間

　
11
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）ま
で

●
時
　
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

�

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

●
相
談
員

　
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

●
主
催
者

　
松
江
地
方
法
務
局
・

　
島
根
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課

　
（
☎
７
５・１
２
１
３
）

難
病
専
門
相
談
の
ご
案
内

　
県
央
保
健
所
で
は
難
病
で
お
困
り
の
方

に
対
し
て
、
膠
原
病
内
科
の
専
門
医
に
よ

る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
」
で
悩
ん
で
お

ら
れ
る
方
、
療
養
生
活
で
困
っ
て
お
ら
れ

る
方
、
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
を
聞
き
た
い
方
や
そ
の
ご
家
族

か
ら
の
相
談
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。��

　
事
前
予
約
が
必
要
で
、
受
付
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
早
め
に
県
央
保
健
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　
12
月
９
日
（
月
）

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
12
時
ま
で

●
場
　
所　
県
央
保
健
所

●
医
　
師　
近
藤　
正
宏
先
生

　
島
根
県
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
膠
原
病
内
科

●
締
め
切
り　
11
月
29
日
（
金
）

�

定
員
６
名
（
事
前
予
約
順
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
県
央
保
健
所　
医
事
・
難
病
支
援
課

　
（
☎
０
８
５
４・８
４・９
８
２
４
）

炎
症
性
腸
疾
患
患
者
・

家
族
の
つ
ど
い

　

県
央
保
健
所
で
は
、「
炎
症
性
腸
疾
患

患
者・家
族
の
つ
ど
い
」
を
実
施
し
ま
す
。

講
演
「
炎
症
性
腸
疾
患
治
療
の
現
状
」
と

併
せ
て
「
交
流
会
」
を
開
催
し
、
先
生
に

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
頃
の
悩
み

や
近
況
等
を
自
由
に
話
し
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン
病
」
の

方
や
そ
の
ご
家
族
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
日
時　
12
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

11
月
12
日
～
11
月
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

�
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
売
買

春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
人
身

取
引
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し

て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の「
暴
力
」

で
、
被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
は
殴
る
・
蹴
る
、
暴
言
、
行
動

の
監
視
、
生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
性
行
為

の
強
要
な
ど
様
々
な
形
が
あ
り
ま
す
。
た

と
え
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
て
も
、
犯
罪
で

あ
り
、
重
大
な
「
人
権
侵
害
」
で
す
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

　
若
い
恋
人
同
士
の
間
で
起
こ
る
Ｄ
Ｖ
を

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
決
し
て
大
人
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
い

人
の
間
で
も
起
き
て
い
ま
す
。
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当
事
者
交
流
会

　
個
別
相
談
会（
事
前
予
約
が
必
要
で
す
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
９
０

－

８
５
０
１

　
松
江
市
殿
町
一
番
地

　
　
島
根
県
健
康
推
進
課

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・５
３
２
４
）

　
（
ＦＡＸ
０
８
５
２・２
２・６
３
２
８
）

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

　
陸
上
自
衛
隊　
高
等
工
科
学
校
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

〈
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
と
は
〉

　
将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
駆

使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自

衛
官
と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
中

学
校
卒
業
者
等
を
対
象
に
採
用
す
る
制
度

で
す
。

〈
教
育
及
び
卒
業
資
格
〉

　
高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教
育
を

受
け
、
併
せ
て
技
術
的
な
識
能
を
有
す
る

陸
曹
と
し
て
必
要
な
各
種
技
術
の
専
門
教

育
、
防
衛
基
礎
学
や
各
種
訓
練
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高
等
学
校
に

編
入
学
し
、
生
徒
課
程
修
了
時
に
高
等
学

校
の
卒
業
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。　
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員（
生

徒
）
で
、
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高

等
学
校
教
育
等
を
受
け
る
制
度
で
す
。

●
受
付
期
間

一�

般
試
験　
11
月
１
日
（
金
）
か
ら
平
成

26
年
１
月
10
日
（
金
）
ま
で
（
締
切
日

必
着
）

推�

薦
試
験　
11
月
１
日
（
金
）
か
ら

12
月
６
日
（
金
）
ま
で
（
締
切
日
必
着
）

●
応
募
資
格
】

一�

般
試
験
受
験
者　
平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
、15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

中
学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校
の

前
期
課
程
修
了
者
（
平
成
26
年
３
月
に

卒
業
、
前
期
課
程
修
了
見
込
み
の
者
を

含
む
）

推�

薦
試
験
受
験
者　
平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
、15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

入
校
を
熱
望
す
る
強
い
意
志
を
も
ち
、

中
学
校
卒
業
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者
（
平
成
26
年
３
月
に
卒

業
等
見
込
み
の
者
を
含
む
）の
中
か
ら
、

中
学
校
長
又
は
中
等
教
育
学
校
長
が
高

等
工
科
学
校
生
徒
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し

い
と
認
め
、
責
任
を
持
っ
て
推
薦
で
き

る
者

●
採
用
試
験
期
日
及
び
試
験
場
所

一
般
試
験　
第
一
次
試
験

　
期
日
：
平
成
26
年
１
月
18
日
（
土
）

　
場
所
：��

松
江
地
方
合
同
庁
舎
及
び
出
雲・

浜
田
の
各
地
域
所
在
の
県
合
同

庁
舎

　
第
二
次
試
験

　
期
日
：
平
成
26
年
２
月
１
日
（
土
）

　
場
所
：�

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
（
出

雲
市
松
寄
下
町
１
１
４
２

－

１
）

推
薦
試
験

　
期
日
：��

平
成
26
年
１
月
11
日
（
土
）
か

ら
同
年
１
月
13
日
（
月
）
ま
で

の
間
の
指
定
す
る
１
日

　
場
所
：��

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校（
横

須
賀
市
御
幸
浜
２

－

１　
陸
上

自
衛
隊
武
山
駐
屯
地
内
）

●
合
格
発
表

一
般
試
験　
第
一
次
試
験
合
格
発
表

　
　
平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）

　
二
次
（
最
終
）
合
格
発
表

　
　
平
成
26
年
２
月
21
日
（
金
）

推
薦
試
験

　
　
平
成
26
年
１
月
17
日
（
金
）

●
採
用
時
期　
平
成
26
年
４
月
上
旬
（
一

般
・
推
薦
試
験
合
格
者
と
も
に
共
通
）

▼
問
い
合
せ
先

　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
１
０
号

　
（
☎
０
８
５
２・２
１・０
０
１
５
）

●
場
所　
あ
す
て
ら
す　
３
階
研
修
所

●
講
師　
石
原　
俊
治
先
生

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
消
化
器
内
科　
准
教
授

●
締
め
切
り　
11
月
29
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
県
央
保
健
所　
医
事
・
難
病
支
援
課

　
（
☎
０
８
５
４・８
４・９
８
２
４
）

不
妊
治
療
・

個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
日
　
時

　
12
月
１
日
（
日
）

　
13
時
～
15
時
40
分

●
場
　
所

　
益
田
合
同
庁
舎

　
（
益
田
市
昭
和
町
13

－

１
）

●
内
　
容

講
演
会

　
「
一
般
不
妊
治
療
中
あ
る
い
は
治
療
後
、

�

い
つ
高
度
生
殖
医
療
に
変
更
す
る
か
」

　
○
講
師　
島
根
県
立
中
央
病
院

�

産
婦
人
科
医
長　
吉
野　
直
樹
氏

　

�「
当
事
者
の
い
ろ
ん
な
想
い
を
知
っ
て

ほ
し
い
～
頑
張
り
す
ぎ
な
い
不
妊
治
療
へ
～
」

　
○
講
師　
島
根
県
立
中
央
病
院

　
　
　
不
妊
症
看
護
認
定
看
護
師

�

勝
部　
愛
子
氏
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Information

平
成
26
年
度
自
治
医
科
大
学

医
学
部
入
学
者
募
集

　

栃
木
県
に
あ
る
自
治
医
科
大
学
で
は
、

平
成
26
年
度
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

卒
業
後
、
一
定
期
間
を
地
域
の
病
院
、

診
療
所
で
勤
務
す
る
と
授
業
料
な
ど
が
全

額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
島
根
の
医
療
を
守
る
と
い
う
気

概
に
あ
ふ
れ
た
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
出
願
期
間

　
平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）
か
ら

　
１
月
22
日
（
水
）
※�

午
後
５
時
必
着

�

（
１
月
21
日
消
印
有
効
）

●
一
次
試
験
日

　
学
力
試
験：平
成
26
年
１
月
27
日
（
月
）

　
面
接
試
験：平
成
26
年
１
月
28
日
（
火
）

●
試
験
会
場

　
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
）

　
試
験
科
目
な
ど
の
詳
細
な
問
い
合
わ
せ

と
出
願
先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
９
０

－

８
５
０
１

　
松
江
市
殿
町
一
番
地

　
島
根
県
庁　
医
療
政
策
課

�

医
師
確
保
対
策
室

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・６
６
８
４
）

　
（
ＦＡＸ
０
８
５
２・２
２・６
０
４
０
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

お
知
ら
せ
で
す

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分

か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及
び

被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、各
種
手
続（
共

済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
書
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の

範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者

　
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
〒
１
７
０

－

８
０
５
５

　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１

－

24

－

１

　
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　
（
☎
０
３・６
７
３
１・２
８
８
７
）

　
（
ＦＡＸ
０
３・６
７
３
１・２
８
９
０
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課

　
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

〇 ローソン

R9 ★ 〇       〇
一畑トラベル

島根県弁護士会所属 

弁護士法人 山陰リーガルクリニック大田事務所

（相 談 料）平日有料　60分まで6,300円(税込)
（相談内容）○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
　　　　　○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております
　初回30分まで無料・要予約
(正式に事件をご依頼頂いた場合は　別途弁護士費用が発生します。)

大田市長久町長久ロ307番地5
（駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

中央信金
山陰リーガル
クリニック
大田事務所

検査実施（10月23日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。

交通事故発生状況（10月）
発生
（件）

死者
（人）

傷者
（人）

飲酒運転
（件）

邑智郡 10月中 0 0 0 1
前年比 -1 0 -1 1

美郷町
10月中

0 0 0 0
邑智地域 0 0 0
大和地域 0 0 0
月末累計 2 0 2 0
前年比 -2 0 -3 -2

島根県 累　計 1,335 22 1,586
前年比 -31 -12 -10

※ 10月中、邑智郡内での人身事故はありませんでした。
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Information

選
者　

藤
原
　
俊
彦
　
先
生

平
成
25
年
度
み
ん
な
で
守
り
育
て
る

　
　
　
　
　
し
ま
ね
の
道
と
川
の
愛
護
活
動

８
月
30
日（
金
）、
島
根
県
庁
知
事
室
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
み
ん
な
で
守
り
育
て
る
し

ま
ね
の
道
と
川
の
愛
護
活
動
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
道
路
公
園
部
門
に
お
い
て
、
大
和
中
学
校

が
県
知
事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
島
根
県
が
地
域
の
道
路
、
河
川
、
海
岸
、
公
園
な
ど
の
公
共
土
木
施
設
を
き
れ
い

に
し
、
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
と
と
も
に
、
愛
護
活
動
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、毎
年
功
績
の
あ
っ
た
団
体
、個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、大
和
中
学
校
が
毎
年
行
っ

て
い
る
道
の
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大
和
中
学
校
で
は
今
後
も
活
動
を
継
続
し
て
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
に
努
め
て
い
か
れ
る

そ
う
で
す
。

出
雲
に
は
生
家
も
墓
地
も
な
く
な
り
て

隣
人
あ
た
た
か
き
此
処
が
故
郷�

藤　
原　
　
　
章

週
二
回
の
入
浴
日
今
日
車
椅
子
の
夫
は

敬
礼
し
つ
つ
浴
室
に
ゆ
く�

原　
田　
秀　
子

出
雲
大
社
遷
宮
奉
祝
行
事
な
る

東
儀
御
一
家
の
雅
楽
に
酔
へ
り�

藤　
田　
乃
冨
子

霧
深
き
山
の
稜
線
朱
に
染
め
て

朝
日
の
昇
る
刻
に
あ
ひ
た
り�

増　
田　
政　
子

暁
の
空
に
た
な
び
く
青
き
雲

間
な
く
妖
し
き
紅
に
か
が
や
く�

平　
石　
佳
寿
子

自
動
車
の
乗
降
に
手
を
か
し
転
ぶ
な
と

子
の
気
遣
ひ
は
今
の
身
に
し
む�

伊　
竹　
藤　
枝

敬
老
の
日
朝
よ
り
電
話
し
き
り
な
り

親
族
二
十
人
の
声
の
嬉
し
く�

松　
浦　
智　
子

得
意
気
に
補
助
輪
な
く
と
も
乗
れ
る
と
言
ひ

孫
は
ペ
ダ
ル
を
一
心
に
踏
む�

原　
野　
　
　
幸

石
垣
の
間
よ
り
出
づ
る
冷
風
に

暑
さ
を
忘
る
八
雲
風
穴�

今　
馳　
幸　
子

選
者
詠

茂
吉
大う

人し

の
愛
で
に
し
花
ぞ
翁
草

う
な
か
ぶ
し
咲
く
風
に
揺
れ
つ
つ

�

（
鴨
山
記
念
館
に
て
）

藤井校長 整備委員の大畑さん

表彰式の様子
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。

〒
699-4692     島

根
県

邑
智

郡
美

郷
町

粕
渕

168
番

地
 

☎（
0855

）75-1211　
　

FAX（
0855

）75-1218 
http://w

w
w

.tow
n.shim

ane-m
isato.lg.jp

広
報

発
行
／
美
郷
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
課

印
刷
／
佐
々
木
印
刷
㈱

人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による 11月１日現在）

人 口　5,326 人
　男　　2,492 人	 （－ 5人）
　女　　2,834 人	 （＋ 2人）
世帯数　2,392 世帯	（－ 3世帯）

12月の行事予定

2013
年

第
110号

11
月
号

１日 ㈰ 歳末たすけあいチャリティーショー
（浜原隣保館・浜原体育館）

２日 ㈪

３日 ㈫ こころの健康相談（県央保健所）

４日 ㈬

５日 ㈭

６日 ㈮ 人権相談（浜原隣保館・沢谷交流センター）

７日 ㈯

８日 ㈰ 「みさとほっとあっと広場」（浜原隣保館）

９日 ㈪

10日 ㈫ こころの健康相談（元気館）
みさとお元気セミナー　食事編（大和事務所）

11日 ㈬

12日 ㈭

13日 ㈮

14日 ㈯

15日 ㈰
子宮がん・乳がん日曜検診（浜原隣保館）
平成 25年度美郷町秋季バレーボール大会

（邑智中学校）

16日 ㈪

17日 ㈫ みさとお元気セミナー　食事編（浜原隣保館）

18日 ㈬ こころの健康相談（県央保健所）

19日 ㈭ 乳児・１歳６カ月児検診
（美郷町保健福祉センター）

20日 ㈮

21日 ㈯

22日 ㈰

23日 ㈪

24日 ㈫

25日 ㈬

26日 ㈭

27日 ㈮ 官公庁仕事納め

28日 ㈯

29日 ㈰

30日 ㈪

31日 ㈫ 「2014年版島根県民手帳」を販売します！

▲

問い合わせ先　役場企画課（☎ 75-1924）

「2014年版島根県民手帳」が発売されました。
一週間予定表、一カ月予定表のほか、島根県の
統計資料やお祭り・イベント情報、郵便番号・市
外局番の一覧など、暮らしに役立つ情報が充実し
た手帳です。
●販売期間　11月 20日（水）～ 12月 20日（金）
●販売窓口　�役場企画課・大和事務所・�

各交流センター
●価　　格　１冊　550 円
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